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糸島郡 志摩町小金丸

修士 1年宮西

学部3年秋吉

玉E
日

栄治

平成9 (1997）年8月2・4・6日調査

吉村正雄氏（大塚）・吉塚勇雄氏（親山）・一坊寺義憲氏（西小金丸）より聞き取り

〔領域について〕

大字小金丸の内部は西小金丸・大塚・親山（おやま）の 3地区より構成されているO しかし住民の農

地などの所有地は大字小金丸全域に点在し、 3地区の領域区分は財産によっては不可能である。しかし、

3地区の区分は従来より川と道によって区分する漠然とした境界線があったが、水路の管理、道路の草

刈り、災害復旧、助成など、集落・財産の運営・維持の為、便宜上、最近になって厳密に線引きしたそ

うである。この線引きは、小金丸川の大塚側の土手、河川、そして親山側の土手までが大塚の領分であ

り、親山側の土手のすぐ隣の田から可也山側は親山の領分とした。しかしこの区分はいまだによく浸透

していない。

大塚と親山は現在、行政区域としては分離しているが、戦後から平成6年までは行政面で両地区は合

同に扱われていた。この 2地区には駐在員が一人しか置かれず、交互に出されていた。このことは大塚

が27戸、親山が30戸であわせても60戸に満たないため、駐在員一人でも行政は可能と考えたためである。

しかし、本来、この 2地区は別個であったため、親山から出された駐在員は容易に大塚にはいって事務

遂行することもできず、また駐在員自らも一方の地区に介入することを障ったため、行政に支障がある

として、平成6年に町へ申請して、翌年分離された。

このように元来は大塚・親山両地区は厳密な領域区分はないものの、それぞれに慣習・行事をもっ共

同体という枠組みで区分されている。

〔3地区共同行事〕

・元 日 元

・正月 3日 鎮

祭 昼頃から宮司参加のもと行われる。この間、一般の人が4、50人参拝に

くる。

祭熊野神社にて。消防団主催。町長、可也校区の議員、区長、農区長な

どの参列。火を逃がさないための祈願祭。ここのお札は可也行政区全

域に配られる。なお鎮火祭があるのは熊野神社のみ。

・4月15日 可也神社祭典可也神社は紀元二千六百年を記念して建立されたものでこの祭典の開

日

火

始は新しい。従来は可也村が行っていた。

・4月29日 敬老会長寿祈願祭

・7月上旬 千度汐井（虫祭り） 田植えのおわった後の祭り。わらずとを作り、幣の浜で、もわ（海藻）

をつけて熊野神社に参る。

• 10月17日 神事（じんじ） 神嘗祭ともしヴ。収穫前の祭り。区長・氏子が参列0

・12月15日宮 座熊野神社の祭典（後述）

• 12月31日歳 日 祭 3区長・氏子総代4名が熊野神社に龍もり、祭る。夜12時より翌朝7、

8時まで行う。
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〔熊野神社の宮座について〕

大塚では、熊野神社を「大宮」とよび、西小金丸で、はここの12月15日の祭典を「大宮座」といい、大

字小金丸の信仰の中心となっている。

東五組合、西四組合からそれぞれ一組合が祭礼を担当する。

祭典の費用は東五組合では、各家から米 1升を集めるO 西四組合では 2反半の田があるが、費用不足

のときは担当の組の者が折半する。なお、西四組合の 2反半の祭礼用の田は、西の各組の代表者の所有

となっているが、耕作するのは当番の組である。

祭礼は12月1日のしめ縄などの準備から始まり、 14日の祭礼準備、そして15日の祭典で終わる。祭礼

はまず、 14日に妙楽寺にて小金丸居住の小金丸氏の祖で、ある妙海尼をその子孫が祭る。ついで翌日、東

西両組が酒・甘酒を持ち寄り、熊野神社にて、また妙楽寺にて祭礼を行う。当番でない組は客として参

加する。かつては各組の座親さんはかつては紋付き袴の正装をして出席した。神社・寺の祭礼のあと、

当番の家に場がうつる。ここには御膳が用意されていて、事務引き継ぎが中心に行われる。かつて、こ

の席では黒塗りの碗と膳を用い、酒の飲み方や箸の持ち方まで、調度や作法についても厳しく定められ

ていた。

〔考察：小金丸氏の支配と熊野神社の勧請〕

大字小金丸の氏神である熊野神社は『筑前国続風土記拾遺』によると一説に可也山上にあったものを

元文年間に今の地に移したとある。しかし、聞き取り調査によれば、熊野本宮からまず岐志に勧誘され、

そして東貝塚を経て、親山に至ったという話もあるO 『続風土記』では熊野神社の勧請が小金丸氏の祖

である妙海尼によるということである。また当宮にある縁起によると妙海尼は親山にいた高祖城主原田

氏の葡であり、のちに妙楽寺にはいり妙成（妙海）を名乗るとある。親山にいた高祖城主原田氏の育で

小金丸氏の祖であるとなると、妙海は『筑前町村書上帳』（205頁）にある小金丸城主原田民部少輔種政

（『筑前国続風土記』には小金丸民部大輔政種とある）の血縁者であろう。種政は高祖城主原田種信の十

三男であり、小金丸民部大夫のもとに養子に入る。そして天正15年の長垂山の戦いで小金丸の居城より

敗走し、船越浦の山陰に潜伏して、その後出家し法正寺開基となる。

ところで、現在、小金丸姓は大字岐志や御床には多いらしいが、大字小金丸には一軒しかない。これ

は、従来からそうであったらしい。そして小金丸の小金丸氏は親山の小金丸城祉の裏に居住している。

この小金丸氏はおそらく小金丸城主の末商であろう。さらに、 12月15日の熊野神社の宮座の前日に、こ

の小金丸氏が妙楽寺にて妙海尼を祭る。『続風土記』に小金丸氏祖が妙海尼とされるが、それで、の小金

丸氏は親山の小金丸氏のことであり、岐志や御床の小金丸氏は指していないであろう。

さて、小金丸城主小金丸氏が熊野神社を勧請した理由をみてみるが、まず熊野神社が直接小金丸に勧

請されたのではないことに注目する。小金丸に至る以前については先述のとおりであるが、勧請された

地域は小金丸氏の根拠地もしくは支配地ではないかと考える。まず岐志は小金丸姓が多いことから、小

金丸氏の本貢地ではなかろうか。東貝塚は天正19年3月23日の志摩郡田畠検地帳（『恰土荘史料』 243号

文書）には「小金丸ノ内 かい津か村」と記され、当時、貝塚村が小金丸の内、つまりそこを治める小

金丸氏の支配下にあったことがいえる。可也山については、小金丸氏がここに親山の城のほかにも城を

築いたという話が『続風土記』にみえ、この山は小金丸氏の支配下にあったといえる。このことから小

金丸への勧請の理由を察すると、太閤検地により、名主小金丸氏の支配が在地に及ばなくなるのに対抗

して、イデオロギ一面から支配、ここでは在地百姓に対する優位性を保持しようとしたのではなかろう

かと考える。後述するが、大字小金丸の親山・大塚・西小金丸の 3地区は、それぞれ集落にひとつ以上
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祭神をもち、慣習などにおいても異なることから、本来、個別に存在した村落であり、本村と枝村の関

係にある集落ではない。そこに近世になって熊野神社が勧請され、共通の祭杷が行われるようになる。

その祭杷の中心がかつての城主小金丸氏であった。そして 3地区ほこの共通祭柁を通して、後に大字小

金丸となるー共同体を形成する。熊野神社祭礼は現在でもその祭典が「大宮座」と称されているように

各集落の祭杷よりも格の高いものとして位置づけられているO

中世における小金丸氏の小金丸の支配は応永6年 5月7日に少弐貞頼より預け置かれる（少弐貞頼預

状案『恰土荘史料』 175号文書）ことから確認できる。ここでは初村名を構成するものとして師吉と併

記されている。また永享6年 1月26日萩原種久・薬丸親本連署渡状には「小金丸名仏明寺免田」とあり、

この時に小金丸名という経営単位の既存が確認できる。この小金丸名の地域は大字小金丸で、あり、その

内部構成は親山・大塚・西小金丸の 3つの村落で、あったのではなかろうか。そして小金丸氏は名主とし

てこの 3村落を一括して統治していたので、近世以降も小金丸村の内部構造として、それが現在まで残

るのであろう。

〔考察：条里の復元〕

当地には字三十六、また通称に二ノ坪、十五があり、また隣の稲留にはーノ町、七回という字名があ

り、条里の存在を窺わせる。日野尚志氏によって、すでに志摩郡の条里の復元されているO （「筑前国恰

土・志摩郡における古代の歴史地理学的研究」（『佐賀大学教育学部紀要』 22）これによると小金丸・稲

留には火山と可也山に挟まれた狭小な平地にNlO度Wの方位をもっ条里地割を検出し、西南隅を一ノ坪、

東南隅を三十六ノ坪とする。連続式の坪並みを復元している。連続式ですると字三十六のところに通称

二ノ坪、十五を含む条里の三十六ノ坪はこない。字三十六の南側に三十一ノ坪がくる。そして字三十六

の北側にはこの条里のー里うえの条里三十六ノ坪がくる。しかし、その条里はおおよそ山林や畑であり、

条里区画があったかどうか疑問である。さらに稲留では字一ノ町のすぐ北東に字七回がある（ただし、

七半田の誤りの可能性あり）。七回も条里に関係する地名とすると坪並は連続式より並列式のほうが適

当ではなかろうか。ほかに坪並みが分かる地名が無い以上、確かなことはいえない。↑台土郡が連続式で

あるから、ここも連続式とみるのが妥当であるが、並列式にしても確認できている条里由来の地名は坪

並み適合する。 （文責：宮西）

く大塚〉

平成 9 (1997）年8月 2日調査

吉村正雄氏（昭和 8年10月生）より聞き取り

〔現在の水利について〕

大塚地区には親山川、小金丸川といった幅3～ 4m程の小河川が流れているが、主に排水用であり、

ここの耕地は、ほとんどがため池の水に頼っている。複数地区に利用される水田・藤穴・三十五ため池

は現在、東部水利組合の管理下にあり、この協議によって、水をおとす日などを取り決めているO ここ

では当然、余りが出ないように流す。組合の委員は大塚が3人、親山が 1人、西小金丸が 1人で構成さ

れている。このことは大塚がこれらのため池の水を最も多く利用しているためであり、他地区（大塚以

外）はこの水の 2、3割ほどしか利用していないそうである。また他にもため池はあるが、その水は一

地区内で消費され、この管理についてはその地区やその所有者に任されている。
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〔皐越への対処と水争い〕

平成6年の早魅のときは、ため池の淡深によって凌いだとのことである。この地には川が流れている

ものの、耕地より低く、そのままでは濯減できない。よって近代は川をせき止め、そこから山腹のため

池までポンプアップして、そこから耕地ヘ流している。しかし、ポンプのない昔は、谷の出口で水が集

まり、常に湿潤な沼田を掘り下げ、その土を盛り、堤を築いてため池を造り、また補助用のため池も造っ

て、皐魅に備えた。阜魅のたびにため池を造っていったのではないだ、ろうか。藤穴ため池は昭和8年の

大早舷を教訓に翌年に築造されたそうである。

水争いは全くないとのことである。そもそもため池に依存していたため、ほとんどが一地区内で処理

できるため、他の村を相手に争うようなこともなく、また複数の地区が利用する池については、水利組

合が大正時代から存在し協議していたので、これまた争いがなかったとのことである。

〔水利組合の成立〕

水利組合は大正時代から存在していたそうである。これはひとつの溜め池を共同管理するために設置

されたようである。この溜め池が主に大塚地区の田地で利用されるものであっても、その田の所有者は、

皆大塚地区の住人とは限らず、親山や西小金丸の住人がいたため、組合を設立し、組織的に管理しよう

としたのであるO

昭和9年に藤穴ため池が、昭和16年ごろに三十六ため池が築造される。これも水利組合をもっていた。

水田（みずた）ため池の築堤の上に昭和38年6月に小金丸水利組合が建立した石碑があるO それには

「水田・三十六・山添溜池合併記念碑」と題があり、合併年が昭和21年、水面積が 4反6畝9歩、利用

面積が9町3反と刻まれている。それぞれの池をつなげて合併したのではなく、溜め池を管理する水利

組合どうしが合併したものである。水田j留め池は明治初期の水面積は 3反であったものが、昭和21年で

は1反6畝ほど増えていることは水利組合の用水開発によるものとみるO 利用面積が広く、水面積も大

きな池の開発はこういった水利組合が行ったのではないだろうか。

〔水路の管理〕

現在、親山川・小金丸川の管理は志摩町が行っているが、川沿いの草刈りなどは流域の各地区が行っ

ている。親山はそれほど耕地を持たないため河川管理にはあまり関心がなかったが、現実に親山区内を

流れている以上、大塚地区と区域を定めて分担して草刈りを行っている。しかし慣習では川の管理は、

その利用者である大塚の住民によっておこなわれていた。洪水による被害を受けるのも大塚の住民の耕

地であり、その復旧は自力で行っていたが、被害をもたらす土砂の源は親山が管理する可也山にあるた

め、被害があるたびに不満が出たらしい。草刈りは5月下旬.8月・ 9月下旬におこない、それに出る

人を「土木人夫」という。これは耕地面積よって人数が異なる。土木人夫という名称や人数の設定など

から、災害復旧・災害対策への河川利用者負担の原則が従来よりあったことが考えられる。利用者負担

の原則は、農業と林業という生業の違いによる棲み分けや性格の異なる 2つの共同体の形成にとって合

理的なものである。親山住民の河川管理への無関心もここにあったと思う。

〔溜め池について〕

梶浦溜め池： 120年程前に築造。『福岡県地理全誌』に務悠口に文政7年築造の池があると記載されてい

るが、務保口の場所は不明であり、この池は特定できない。しかしながら梶浦溜め池の築

造の古さと濯灘面積がほぼ同じであること、そして伝承どおり120年程前築造ならば、こ
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の資料にも掲載されるはずであるが、記載がないことから、傍が口の池と梶浦溜池は同じ

ものであろうと推定したい。

水田溜め池：嘉永 7年に築造。利用面積広く、後に水利組合の管理下になる。

藤穴溜め池：昭和9年築造。東部水利組合の管理下。

山添溜め池：藤浦溜め池の補助溜池。水もちの悪い周囲（しゅうた）地区を潤す。周回は字大深田にあり。

三十六溜池：昭和16年ごろに築造。東部水利組合の管理下。

山口浦溜池：権利者7、8人。字大坂あたりを潤す。

棚 池：広さ一坪ほどの泉。自然に枯渇し、現在は埋め立てられ吉村邸内になる。

『福岡県地理全誌』にある「浦前」の池のことか。

字大坂の池：これは固有名称ではない。また固有名称も存在しない。個人の所有地内の沼田を掘り下げ

てつくった小規模の池で、あるとのこと。

・明治14年に完成する『福岡県地理全誌』（福岡県史 近代資料編）に記載される池とその濯瀬面積に

ついて、平成元（1989）年8月作成の溜池台帳と比較。

梶浦

務保口

大
水田

山口浦

浦前

塚
石舟

大坂

前田平

＝十六

藤穴

山添
親

西屋敷

山

赤谷

計

〔耕作について〕

明治14年

2町8反

6町9反 3畝

一

1町5反 9畝

1反 6畝

1反

6畝24歩

一

1反 3畝

5畝18歩

1反 9歩

1反 7畝

1反 5畝

12町2反 5畝21歩

平成元年

3.0 ha 

11.0 ha 

3.0ha 

一

一

9.2ha 

11.0 ha 

3.0ha 

4.4ha 

44.6ha 

現在は貯水量の多い溜池がつくられて

いるので、 j墓i概面積が 1反ほどの小さ

な池は、個人所有か、もしくは消滅し

ている。なお、 1反規模の池は民費に

よる築造であり、個人所有の耕地で利

用された。

水田では麦か菜種の二毛作がおこなわれ、畑は芋か麦の栽培していた。桑は排水のよい所で栽培され

ていたが、桑畑については個人の所有地で行われていたため、その位置すべては把握していないようである。

〔山林について〕

字深坂（火山の中）に区有林1町 1反あり。薪を取るためでもなく、その存在理由については不明と

のこと。なお火山の頂上に観音様があり、大字稲富が祭っている。
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〔自在丸天神の祭礼について〕

田1反を誰かが寄進しているため、村を 4班にわけ、交替で耕作して、その収穫をもとに祭礼を行う。

昔は村人全員で耕作していたらしい。

祭礼は12月25日。当番は 5、6戸で担当し、 4年に 1度当番が回ってくる。当番はお膳など祭礼の準

備をする。なお費用が不足する時は当番の負担となる。祭礼の饗応は当番のなかの座親さん宅で行われ

る。男性と子供は全員参加することができる。子供は昼に、大人は午後3時に座親さん宅に行くと、全

員分の膳が用意されている。なお酒の量は決められている。

平成8年より、 11月23日に公民館でおこなわれるようになった。

〔墓地について〕

大塚地区のほとんどが吉村姓であるが、血縁関係はない。そのことは墓の位置が異なることであらわ

れている。墓地は集落近くの小高い土地に置かれるものが多い。

〔i日跡について〕

満福

松月

寺：現存する。字大塚にあり。大塚のうち10戸がこの寺に納骨する。地蔵あり。

庵：不明。

小金丸民部少輔良種墓：この位置がわかると松月庵の位置も判明するが、これも不明。ただし、墓地に

古い墓あって、高祖城の落武者の墓という言い伝えがある。

薬 師 堂：字大坂にあり。十一面観音菩薩を本尊とし、四カ村八十八カ所の四十七番霊場。

自在丸天神社：字石舟あたりにあり。『筑前国続風土記附録』では、シジキに移ったとあるが、

この地がシジキであろう。

天 神 森：自在丸天神社の森。かつては松の老木があり、松脂を採っていたそうである。

現在はその松はないが、濯木が繁っている。

庚 申 塔：県道沿いに 2ヶ所あり。「衛大神」とあり。高さ1.5m程O

不 動 さ ま：県道沿いに 1ヶ所あり。台座に文字が刻まれているが解読不能。高さ70cmほ

石

ど。

塔：梶浦j留め池のほとりに高さ50cmほどの石あり。文字が刻まれているか破損し

ているかわからないが、神柴が備えられていた形跡があり、祭られていること

がわかる。

〔田の通称名・現存しない地名について〕

ミノダ：字三十六の内

ジュウゴ：字柏木の内

字周囲（しゅうだ） ：字大深田の内

字御供田：字梶浦の内
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モツキ：字大深田の内

ウラノマエ：字大坂の内

（文責：宮西）



く親山〉

〔はじめに〕

私達小金丸調査班は、 8月4日、前原市で吉塚勇雄氏に親山地区に関することを中心にしてお話を伺っ

た（氏は親山在住だが、前原市で司法書士の仕事をしておられる）。吉塚氏は昭和11年生まれで今年61

歳になる。また地方史に関心をもっておられ、当日はその方面の知識や仕事上の知識をも交えて私達の

質問に答えてくださったO 以下の記述は、主に氏のお話によるものであるO 改めて御協力に感謝したい

と思う。

親山地区は大字小金丸の内の地区である（氏によると正しくは行政区画と言うとのことである）。行

政区画として他の2地区（大塚・西小金丸）と分離したのは平成6年と随分最近のことだが、旧藩時代

からの伝統や生業の違い、風習の違い、そしてそれらから来る気風の違いなどが古くから見られたそう

であるO なお、分離したのが最近のことのため、厳密には 3地区の境界は定かではないとのことである。

親山の集落は現在およそ30戸あり、これは明治時代の37戸という記録とほとんど変化がない。今では

「若い人は住んでいるだけ（サラリーマンになって福岡に勤めに行く）」状態らしいが、昔は棚田での農

業と民有林の林業が主体だった。また、地区共有の山林もある（後述）。

〔親山の地名〕（小字名）

私達は、事前の資史料調査で場所が不明だ、った地名や、史料中で関心を引いた地名・記述等について

詳しくお尋ねした。以下は氏のその際のお答えである。なお、位置関係については詳しくは地図をご参

照いただきたい。

可也山に神第石があるという記述については、氏は分からないとおっしゃっていたO ただ、可也神社

あたりに古い石はあるし、後藤守氏が神龍石があると著書に書いていたとのことである。

また、神功皇后石殿と言われる皇后石についてはそれは別の所であろうとおっしゃっていた。ただ、

神武天皇が東征の際に登った石というのは可也山頂にあるということである。

火山（ヒヤマ）については、狼煙台は存在しないが、狼煙台はあったのではなし、かとのことであった。

実際に狼煙が見えるかどうか火山で試したこともあるそうである。

周回（シュウダ）は六深田の近辺にあり、小金丸の一番地だそうであるO

観音田は塚本の山寄りにあり、数反程度の広さしかないとのことであるO

二ノ坪は小町と大上戸の間にあるとのことであるO

十五は柏木の付近にあるとのことであるO

立に城があるという記述については、恐らく小金丸城のことだろうが、その付近を立と言うかどうか

はよく分からないとのことである。

カブタは天神様の一帯。ちなみに、吉塚氏の家の近辺になるそうであるO

小山は大上戸の尾根続きに薮があって、その辺りを指すとのことである。

そのほか、傘堂は一字一石塔の付近かも知れないとおっしゃり、チウノツボについては古野の付近に

なんとかの坪という地名はあったと思うとのことだったO

〔親山の神社〕

親山には、小金丸全体の氏神である熊野神社があるO そのほか、小さな洞が 3ヶ所にあり、文殊様
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（モンジンサマと地元では発音するそうである）、天神様、虚空蔵菩薩とそれぞれ呼ばれているとのこと

である。場所については地図を参照されたい。

熊野社は『筑前国続風土記』によると江戸時代の半ばに現在位置に移ったもので、岐志から東貝塚を

経て親山という経路で勧誘された。

文殊様については、吉塚氏は祭り・沿革等詳しくは存じないとのことであった。天神様では、現在で

も4月15日と 7月5日に祭りが行われるそうである。

虚空蔵菩薩の桐では、かつては 4月23日に祭りがあったが、今では廃れたとのことであるO また、言

い伝えによると、この桐の中には虚空蔵菩薩の他に十一面観音像や薬師如来像、大日如来像が納められ

ている。これらの仏像は、可也山にかつてあった明星寺（ミョウショウジ）が廃寺になる（かなり古い

時代のことである）際に伽藍の各地からもち集めたものではないかとされているそうであるO

熊野社以外の 3つの桐は、付近の人々が割り当てられて祭りなどに当たっているということである。

なお、可也山山頂の可也神社は皇紀二千六百年（昭和15年）を記念して建立されたもので、歴史的に

は非常に新しく、むしろそれ以前の方が宗教的には重かったということである（例えば前述の明星寺や

一字一石塔の存在など。一字一石塔については、いつのまにか禅宗になり、ふもとに移転して高福寺に

なったという言い伝えがあるそうである）。

史料中に見える大上戸（ダイジョウゴ）天神について尋ねたところ、オニグラと言う石窟の横にあり、

また付近からは土器が出土することがあるそうで、古墳だったかもしれないとおっしゃっていた。

〔山林の管理〕

親山の山林は大きく分ければ共有林と民有林に分かれており、共有林は現在は親山生産森林組合で管

理しているO

この森林組合は戦後の設立であるが、それ以前（明治ないし大正）から共有林としていたそうである。

入会権のようなものもあったのではないかとのことである。森林組合の管理している共有林の面積は20

町になり、昔から親山に住んでいる約30戸は全て組合員になっているO

昔はこの共有林の木を伐採し、その売却代金で区費に充てていたそうである（例・公民館や納骨堂な

どの建築費用）。だが、今では立木はもう売らないというのが地区の人々の暗黙の了解になっていると

言う。取り付け道路がないため材木の運搬の便が悪い（ダシが悪い、と言うそうである）上に、今では

ほとんどの人が他の地域（前原や福岡など）に勤めに出るので伐採して木を植え直していると管理し切

れなくなるのだそうである。そのため水資源福養林に対する補助金でどうにか維持しているというのが

現状であるらしい。

共有林における共同作業の際は、休んだ場合は「出不足金」として五千円を納める取り決めになって

いる。昔は一週間ほど連続で作業をしたこともあったようだが、今ではせいぜい一日か二日で終わる。

作業の中で重要なもののひとつに間伐がある。一間間隔で苗木を植え、大きくなるにつれて間伐するの

だそうである。間伐は今でもするのだが、間伐材も「ダシが悪くて」使えないとのことであるO

また、民有林も今では持て余しているそうである。民有林と他の民有林（ないし共有林）の聞には代々

伝わる境界石があるのだが、誰も息子たちには教えないのだと言う。

〔溜め池と水利〕

親山の溜め池は主なものは地図上の 3カ所だけであるとのことである。具体的には藤穴溜池・西屋敷

溜池・山添溜池である。詳しい場所は地図上で確認されたい。
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小さいものは所々にあるが、それらは個人所有の溜め池で、自分の回畑に水を供給するために作った

ものである。その場合、田畑の裏に溜め池を作ることが多く、また、棚田に多いことであるという（棚

田とは言え、昔は山の上のほうは畑作だったそうである）。しかし、棚田自体が生産性が低く荒廃する

ことが多いこともあって溜め池が埋もれても放置されることが多い。そのため、こういう個人所有の溜

め池で今でも機能しているものは少ないそうである。

一方、先述の 3つの溜め池は、元来それぞれ独立した水利権が設定されていたのだ、が、ある時期に藤

穴溜池の水利権が大塚の 3カ所の溜め池と合併したとのことである。他の 2カ所は今でも独立した水利

権利を保っているO （文責）秋吉栄治
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く西小金丸〉

平成9 (1997）年8月6日調査

一坊寺義憲氏（昭和11年4月生）より聞き取り

〔河川の利用について〕

当地区には可也山水系の小金丸川、栗山川、沖田川が流れている。現在は大部分が町内河川として、

町の管理となっている。

なお小金丸川を「本川（ほんこう）」と呼称している。

さて、この地区の川を利用した濯灘は、まず溜め池に水をj留め満水にしたのち、その水をおとし、川

をせき止めておこなう。堰はおおきなものでも 3か所あり＝字新川にある堰は「おいで」と呼ばれてい

る。

沖田川は大字東貝塚から流れてくるが、その利用については、両地区の間でこれといった取決めはな

く、「井手は早く落とせ」ということが暗黙の了解となっている。

・水路について

溜池や堰からの水を田へ通す水路のほかに、「ほりまわし」に由来する水路がある。

麦などの裏作をするとき、水はけのよいほうが収穫がよいが、水田の水はけは一様でなく、道の反対

側の排水が悪いため、そこを掘って排水した。このことを「ほりまわし」という。

現在、それが水路に変わっているO

〔溜池について〕

西小金丸地区で最も重要な溜池は栗山とサジキの溜池である。ここの管理のために世話人2人を置き、

それは管理経費の計算などの事務もおこなっている。世話人は割当制であり、一年中管理に携わる。

・栗山溜池

大正時代に完成する現在の栗山溜池は、完成と同時に管理規定も定められた。それは、次のような内

容である。水を自由に使うことを禁止し、それに違反すると米半俵の罰則が科される。また、管理に

ついては世話人に一任し、他人のふれることを禁ずる。水配分については世話人を頭として、水引人

夫との間で取り決める、などである0

・広浦溜池

広浦溜池はその下流の 4、5軒が利用している。しかし宅地造成のため水田が減少しているとのこと

であるO

・西ノ田溜池

西ノ田溜池は池からの導水路の破損により、回に水がいかなくなったため、休耕田になってしまった。

そのため池の利用権も自然、と放棄されるようになった。しかし今年（1997年）、池の栓の工事をして

再び利用できるようになった。この使用については土地所有者に任されている。しかし、堤が薄いた

め水が漏れているとのことである。

『福岡県地理全誌』にある皇后石の池は西ノ田溜池の近くに「こうごし様J（皇后石社）があるため、

この池のことであろう。
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・はたまが池

おいけ（男池）、めいけ（女池）があり、かつて大蛇がいたといわれている。両池は深い水路で、つな

カミっていたらしい。

・水尻池

湧水の池であるため、かつて水が冷たく青く澄んでいた。そしてこの水は芥屋の耕地で利用された。

また昔は志摩中学校の水源でもあり、日直は毎朝汲みにいったとのことであるO しかし現在はゴ、ルフ

場のため、地下水の流れが変わり湧水量が減り、池の水はほとんどなくなっているO このことははた

まが池も同様である。

・よめ水

岩立（いわたて）というところの海岸に扉風のようにそそり立つ岩があるが、その下によめ水という

湧き水がある。

・そのほかに栗野・小道・高尾に池あり。場所は不明。また可也山頂にも00水という湧水あり。

・明治14年に完成する『福岡県地理全誌』（福岡県史 近代資料編）に記載される池とその瀧湖面積に

ついて、平成元（1989）年8月作成の溜池台帳と比較。

明治14年

桑本（桑ケ元） 2町2反9畝

皇后石（西ノ田） 1町 1反

谷口山 3畝

中坪（中野坪） 7畝6歩

サジキ 2反2畝6歩

栗野 2反 1畝

5畝

1反 9歩

広 浦 9畝18歩

栗山 1反3畝6歩

水尻池 1町1反

計 5町4反15歩

〔平成6年の皐魅への対処〕

平成元年

1.0ha 

一

17. 7ha 

一

一

3.2ha 

17 .2ha 

39.lha 

小規模の溜池は平成元年の溜池台帳

にはみられない。その中には消滅し

たものもあるだろうが個人所有のも

のもあるだろう。桑本と皇后石の池

は慶応元年に築造されたものである。

またサジキ、栗山、広浦の池も近代

になって整備されたものである。よっ

て、近世以前は、濯湖面積数反の小

規模の溜池しかない。

節水を厳重にして、溜め池の水をすべてつかった。このとき、一枚の田に 6割の水しか配分しないこ

とを取決め、配水のときは耕作者が皆立会いの上、規定の 6割におおよそ達した時に配水の取りやめを

した。
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〔耕地について〕

字六反田・沖ノ田はいくらか粘土質であるが、基本的に砂状土であり、字松ケ枝・原は砂地である。

またムタ・大ムタは水はけがよくない。

砂状土であるため、米はとれにくく、一反あたり平均7俵ほどである。水田の裏作は麦や菜種である。

畑作では現在、砂地に適した葉たばこや青果大根などの作物を生産している。葉たばこの導入は昭和

7、8年であり、夏は葉たばこ、冬は大根（つけもの用）の組み合わせであり、葉たばこを作らないと

ころでは、夏は甘薯、冬は麦の組み合わせであった。

なお、大正2年に小金丸地区全体で、耕地整理があった。

〔組について〕

小金丸区長のもとに現在は大塚・親山・西小金丸の 3農区長がいるが、かつて、大塚・親山・半畑と

辻・浜と西の生産組合4組の長がおかれていたO 熊野神社の宮座に西四組が当番で担当しているが、組

分けは次のとおり。

半畑組（字半畑）、辻組（字辻）、浜組（字浜・イパ）、西組（字西）

〔神社と神田など〕

・半畑天神 字半畑の住民が祭る。

半畑組には神田が字原、字松ケ枝の 2か所あり。この運営など詳細は不明0

・辻天神 字辻の住民が祭る。

・畑山天神

浜組（字西・浜）が祭っている。

字原に12戸の所有とする 3反の神田があった。現在、河川改修で2反ほどになっているO この耕作は12

戸を 4分し、 3戸が当番として行う。 4年に一度当番が回ってくる。当番は神田の耕作だけでなく、祭

礼も担当する。当番でない 9戸はお客であるO 祭礼は年々回数が減っているが、祭日は次のとおり。

年3回のとき＝田植え後.10月.11月25日

年2回のとき＝田植え後・ 11月25日

年 1回のとき＝11月25日

・疫神様（腰掛神社） 祭礼は 1月15日0

・諏訪神社 熊野神社境内にあり。

・瀬知神社

・速鷹社

字西にあり、絹がある。

字谷口山にあり。

・こうごし様 『筑前国続風土記附録Jにある神功皇后石殿。『福岡県系地理全誌』にある皇后石神社の

こと。字西ノ田にある。

・庚申さま

・毘沙門天

疫神様の境内にあり。

字西と字イパの境あたりにあり。四カ村八十八カ所の霊場
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〔地名など〕

・ハマニシ＝字西にある 1戸をさす。 2町の田の中にこの 1戸しかない0

・キンノヤシキ＝字浜の妙楽寺付近。

・ドウノヤマ＝字西と字イバの境あたり。

・字イパという名は「湯場」に由来するのではなし1かという話であるO

・字オビヤノには野北との境があり、それは火山の尾根であるが、オビヤノの名は「帯屋根」に由来す

る。

・大字野北に堂徳、という字名があるが、西小金丸では火山の頂上を指す名という認識らしい。

・道路については、現在県道が通っているが、これは古くからあるものではなく、小金丸川沿いの道が

本道ではなかったかという話である。 （文責：宮西）
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